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躍動の１４８運動会

さわやかな秋晴れの中、１０月１４日（木）、１４８運動会を開催しました。保護者のみなさまに見
守られながら、子どもたちは練習の成果を発揮して、元気いっぱいに演技・競技に参加しました。高学
年の子どもたちは、係の仕事にも一生懸命取り組み、亀城っ子みんなで作り上げたすばらしい運動会に
なりました。温かい声援を送っていただき、ありがとうございました。

わすれられない１４８うんどう会 ２年梅組 杉浦 英明
１０月１４日は、朝からワクワク楽しみにしていたうんどう会でした。リレーは「まけないぞ」という

気もちで、いっしょうけんめい走り、つぎの子にバトンをわたしました。２年うめ組は、リレーで何とゆ
うしょうしたので、みんなは大よろこびで、「イエーイ、勝ったぞ」「やったー。ゆうしょうだ！」など
の声がすごく聞こえました。このうんどう会は、スローガンのように、心を一つにいっちだんけつ、えが
おあふれる１４８うんどう会になりました。

やりきった楽しい運動会 ４年竹組 濵島 杏
わたしが特に印しょうに残っていることは、亀城っ子ソーランです。「どっこいしょ、どっこいしょ」

や「ソーラン、ソーラン」と声を出す場面では、いつも以上に声を出しました。本番では、今までで一番
のダンスがおどれたと思います。しかし、もっとうまくおどれたんじゃないかとも思いました。リレーで
は、青チームの十二番目を走りました。リレーで走っているとき、他のチームの子にぬかされてとてもく
やしかったです。また、次の子にバトンパスをうまくできるか心配だったけど、うまくいったのでよかっ
たです。くやしいことも、もっとできたのにという気持ちもあるけれど、楽しい運動会でした。

笑顔があふれている子 ６年竹組 天野 真菜
運動会のフラッグでは、自分の精一杯の力を出して、最高の演技ができたと感じました。これまでの練

習で、周りの友達が一生懸命に練習していたり、先生が言っていたことをメモしたりしていて、「みんな
がんばっていてすごいな」と思って、私もがんばることができました。この運動会で、仲間がいることの
大切さを、とても実感しました。また、リレーでも、どのクラスも全力応援していて、スローガンのよう
に「笑顔があふれている子」が多く見られる運動会になったと思います。

５・６年「To the sky ～僕らの夢～」

開会宣言

３・４年「亀城っ子ソーラン２０２１」

刈谷体操第２ 体育委員 器具係の活動

１・２年「おどるのスキスキ！亀城っ子ダンサー」



立会演説会・選挙
９月２９日（水）、後期児童会役員選挙の立会演説会と投票が

行われました。６年生３名、５年生２名、４年生１名の６名の候
補者は、テレビ放送で、亀城小学校をさらにすばらしい学校にす
るためのアイデアを堂々と伝えました。また、選挙管理委員会と
放送委員会の児童が、しっかりと会を運営しました。
演説を聴いた後には、すぐに投票が行われました。投票権をも

つ４～６年生の子どもたちは、真剣な面持ちで一票を投じていま
した。当選者は以下の６名です。

６年 田中宥那(児童会長)、佐光美咲、古川 昊
５年 神谷真悠、宮田ゆか
４年 原田咲希

生活創意工夫展

１０月９日（土）・１０日（日）に、刈谷市産業振興センターあいおいホールで石田科学賞児童生徒
創意工夫展が開催されました。本校からも石田科学賞をはじめ、入賞した１０作品が展示されました。
技術家庭科作品展も行われ、本校からは「ソーイング はじめの一歩」と題して５年生の作品が展示され
ました。体験コーナーなどもあり、たくさんの人でにぎわっていました。

収穫の喜びを体験
５年生は、５月から米づくりに取り組んできました。今年は、

５月に種まきと田植えを行い、７月には草刈りを行いました。毎
回、地域の農家の三浦さんはじめＪＡや地域のみなさまに指導し
ていただいて、貴重な体験をすることができました。田んぼの稲
も黄金色に実り、１０月１５日（金）に、待望の稲刈りを行いま
した。子どもたちは、稲を刈る役と刈った稲をすがい縄で縛る役
を交代で行いました。最初は上手く刈ることができませんでした
が、三浦さんや地域のみなさまの丁寧な指導のおかげで、どんど
ん上達し、上手に稲刈りをすることができました。縄で縛る作業
は少し難しかったようですが、たくさんの方に助けていただいて、
無事はざかけまで作業を終え、収穫の喜びを味わうことができま
した。１０月２７日（水）に脱穀を行い、感謝の会では、収穫し
たお米をおにぎりにしていただく予定です。

下校時のお迎えについてのお願い

お子様をお迎えに来ていただく際、下校途中の通学路や近隣の商業施設の駐車場等での待ち合
わせは、ご遠慮ください。特に、駐車場は自動車の通行が多く、事故などが起こりやすい心配がありま
す。児童の安全確保のために、お迎えの際はご来校いただき、確実な引き渡しにご協力ください。

生活創意工夫展出品作品（石田科学賞）

協力して稲刈りを行う５年生

「ソーイング はじめの一歩」

立候補者の演説を真剣に聴く子どもたち


